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 ミカン、伊予柑、ポンカン等の柑橘類の果皮の油脂成分には、機能性芳香成分が
多く含まれており、多様な製品開発の可能性があるが、現状では、十分な機能性成
分の探索、利用が行われていません。 
 そこで、本研究では、県内産柑橘類（成熟、完熟）より抽出した精油成分等の検
証を行い、「高機能アロマ素材」の開発を実施しました。 

本研究開発により、次のような成果を得ることが出来ました。 

１）成分の揮散や変化を抑えた抽出が可能となった。（凍結粉砕コールドプレス抽出法） 
２）香気成分が品種間で大きく異なっている事が分かった。 
３）質量分析データを解析し、各種品種の相関関係を３グループにパターン化した。 

柑橘精油主成分解析による分類 各種抽出法でのGC-TOFMSクロマトグラム 
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